
はじめに

わが国におけるヘビ類群集については，Fukada

（１９９２），Kadowaki（１９９４）などの低地における研

究例はあるが，山岳地の爬虫類についての報告例は

少なく，特に多くの記録を基にして報告されたもの

はほとんどみられない。少し以前の報告として，赤

羽（１９５８）の御嶽の報告では，爬虫類の種ごとに垂

直分布が述べられているものの具体的な個体数につ

いての記載はない。また柴田（１９７０）の石鎚山，柴

田（１９７１）の大雪山の報告では，主に食性について

述べられており，垂直分布についても触れられてい

るが例数は僅かである。

白山地域を含む石川県内に生息している陸生爬虫

類については徳本（１９９６）に詳しいが，そこでは種

ごとに県内での具体的な記録が記載されているもの

の，環境との関わりなど，より深い考察はなされて

いない。筆者は白山の登山道において，鳥類や哺乳

類の調査時などに出現した爬虫類の記録を集めてき

たが，今回これをまとめ，環境ごとの爬虫類相や各

種の垂直分布について明らかにすることができたの

で報告する。

本報告に先立ち，文献等の収集に大変お世話に

なった徳本 洋氏，戸田光彦氏，森 哲氏，門脇正

史氏，種の同定をしていただいた千石正一氏，また

表１の発見者・確認者に記した多くの方々に謝意を

表します。

調査地と調査方法

白山地域は最高峰である御前峰（標高２，７０２m）

を中心として，南北に主稜線が連なり，また東西に

稜線を派生させ，その間は急峻な谷となっている。

これら稜線上を中心に登山道が広く分布しており，

環境の概略は以下のようである。山頂から標高２，３００

m 付近までがハイマツ林や高山草原，自然裸地（岩

礫地，砂礫地）などの高山帯，それから下の標高１，６００

m 付近までが，オオシラビソ林やダケカンバ林な

どを主とする亜高山帯である。その下は山地帯（ブ

ナ帯）であるが，１，０００m 以上には原生的なブナ林

が多く，それ以下ではブナ林は部分的となり，ミズ

ナラやクリ，コナラ等の落葉広葉樹林やスギ植林地

などとなっている。山麓の集落の標高は，岐阜県白

鳥町上在所が約７４０m，岐阜県白川村平瀬が６３０m，

石川県尾口村一里野が５５０m，石川県白峰村白峰が

５００m などであり，それらより下方に定住地がある

（図１）。調査は基本的に歩道や車道で行っており，

ブナ林や亜高山帯の高木林以外は，樹冠部のない日

当たりのよいところが多い。

爬虫類の記録は，筆者が白山の登山道などを歩き

ながら発見したものについて，その場所と標高を地

形図および高度計により，また環境を目視により記

録したもの（１５５例）を中心とした。また山麓での

生息状況を補足する目的で，石川県内の白山麓での

聞き取り調査により得た情報や，白山自然保護セン

ターに保管されている標本，および徳本（１９９６）の

白山地域（鶴来町，河内村，鳥越村，吉野谷村，尾

口村，白峰村）の記録を加えた。また一部，金沢市

の山地の記録（犀川上流と医王山の６例）について

も，筆者のものに限り含めてある。

調査した白山の登山道は，北から，北縦走路（ゴ

マ平，標高１，８４０m～三方岩駐車場１，４５０m，馬狩７２０
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図１ 調査地域
（細線は標高５００mから５００m毎に２，５００m までの等高線）
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m～野谷荘司山１，７９７m），中宮道（中宮温泉６７０m～

ゴマ平～室堂２，４５０m），岩間道（新岩間温泉７９０m

～樅ヶ丘２，０８０m～室堂），楽々新道（新岩間温泉～

小桜平２，０００m～樅ヶ丘），加賀禅定道（ハライ谷口

６５０m～奥長倉山１，７７１m～四塚山２，５３０m～室堂），

百合谷林道９９０m～砂御前山１，３２６m，釈迦新道（室

堂～七倉山２，５６０m～白山釈迦岳２，０５３m～市ノ瀬

８３０m），観光新道（別当出合１，２６０m～室堂），砂防

新道（別当出合～室堂），南竜道，エコーライン（南

竜ヶ馬場２，０７０m～室堂），トンビ岩コース（南竜ヶ

馬場～室堂），展望歩道（南竜ヶ馬場～室堂），山頂

お池めぐりコース（室堂～御前峰～千蛇ヶ池～室

堂），平瀬道（大白川１，２６０m～室堂），別山・市ノ

瀬道（市ノ瀬～チブリ尾根～別山２，３９９m～南竜ヶ

馬場），鳩ヶ湯新道（鳩ヶ湯温泉５４０m～上小池９１０

m～三ノ峰２，１２８m），石徹白道（いとしろ大杉登山

口９６０m～銚子ヶ峰１，８１０m）である。調査は石川県

内のみならず，岐阜県や福井県など広くほとんどす

べての白山の登山道において行った。調査期間は

１９８０年～２００２年である。

なお筆者の聞き取り調査は，１９９５年の吉野谷村と

２００２年の白峰村とで有識者に対して行ったものであ

る。また，徳本（１９９６）の報告では１９４７年～１９９５年

の記録が集められている。

調査結果

調査により集まった記録は合計２３３例，２３７個体で

あり，各種ごとの総個体数は図２に示した。またそ

れぞれについて，種名，発見年月日，発見場所，発

見場所標高，国土数値情報第３次メッシュコード，

個体数，生息環境，発見者，確認者等について表１

に記載した。ただしニホンイシガメについては，多

数とあるのを１個体として計算してある。期間とし

ては１９４７年から２００２年までの記録となるが，１９７０年

代より以前の記録は１１例のみで，全体の９５％以上が

１９８０年から２００２年までの記録である。

年別では２００２年４８例，２００１年２６例，１９９２年２０例，

１９９１年２０例等が多いが，２００２年は特に爬虫類の調査

を目的としたこと，またこれら４年については哺乳

類の糞採集調査で登山道を歩いたことがあり，視点

を地面に集中していたことが結果として爬虫類の発

見に結びついたと考えられる。

カメ目イシガメ科ニホンイシガメ Mauremys ja-

ponica，有鱗目ヤモリ科ニホンヤモリ Gekko japoni-

cus，トカゲ科ニホントカゲ Eumeces latiscutatus，

カナヘビ科ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoi-

des，ナミヘビ科タカチホヘビ Achalinus spinalis，

シマヘビ Elaphe quadrivirgata，ジムグリ Elaphe con-

spicillata，アオダイショウ Elaphe climacophora，シ

ロマダラ Dinodon orientale，ヒバカリ Amphiesma

図２ 白山地域の爬虫類の総記録個体数
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表１ 白山地域で記録された爬虫類一覧
例番号 種 名 年／月／日 場 所 １ 場 所 ２ 場所標高 メッシュコード 個体数 年齢 環 境 発見者・確認者 備考、文献（＊）
No．１ ニホンイシガメ １９５０／頃 吉野谷村 中宮 ４６０ ５４３６－４４３９ １ 池 茨木友男 Ｕ
No．２ ニホンイシガメ １９６０／頃 吉野谷村 下吉野 １９０ ５４３６－４４３９ １ 池 田中 稔 Ｕ
No．３ ニホンイシガメ １９７５／頃・秋 鳥越村 五十谷 ２６０ ５４３６－３４９５ 多数 幼 野村政治 ＊４
No．４ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 中宮 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 人家 茨木友男 ＊４、Ｕ
No．５ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 木滑 ２８０ ５４３６－３５６１ １ 人家 海崎夏樹 ＊４、Ｕ
No．６ ニホンヤモリ １９９５／夏 吉野谷村 市原 ２８０ ５４３６－３５７２ １ 人家 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．７ ニホンヤモリ １９９５／夏 鳥越村 出合 １８０ ５４３６－４４２８ １ 野村政治 ＊４
No．８ ニホンヤモリ ２００２／７／ 尾口村 女原 ３１０ ５４３６－３５３２ １ 人家 井南睦子 Ｕ、以前からみられる
No．９ ニホンヤモリ ２００２／７／３１ 河内村 吉岡 １８０ ５４３６－４４４９ １ 成 人家 宮道光男 写真あり
No．１０ ニホンヤモリ ２００２／８／２３ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等 上馬康生 室内で死体
No．１１ ニホントカゲ １９８４／８／２３ 白峰村 チブリ尾根 １０００ ５４３６－１５３７ １ ブナ林 上馬康生
No．１２ ニホントカゲ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ ブナ二次林 上馬康生
No．１３ ニホントカゲ １９９１／１１／７ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．１４ ニホントカゲ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 幼 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．１５ ニホントカゲ １９９３／６／１６ 吉野谷村 瀬波川、取入れ～大ザクレ ５００ ５４３６－３５６７ １ 幼 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．１６ ニホントカゲ １９９４／５／２０ 吉野谷村 カジヤ谷 ６５０ ５４３６－３６１１ １ オニグルミ林 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１７ ニホントカゲ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１８ ニホントカゲ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、温泉右岸 ７１０ ５４３６－３６０１ １ 幼 車道、低木林 上馬康生
No．１９ ニホントカゲ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．２０ ニホントカゲ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．２１ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．２２ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ ２ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 一方が他方を襲う
No．２３ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３３０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生
No．２４ ニホントカゲ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３３０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林、スギ植林 上馬康生 約５０ｍに５個体
No．２５ ニホンカナヘビ １９７５／７／１８ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 花井正光 ＊４、Ｓ
No．２６ ニホンカナヘビ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、桧新宮北方 １１６０ ５４３６－２５９８ １ ミズナラ林 上馬康生 ＊４
No．２７ ニホンカナヘビ １９９１／６／５ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西 １５７０ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２８ ニホンカナヘビ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、標識とちのき坂東方 １３３０ ５４３６－２６８２ １ ブナ二次林 上馬康生
No．２９ ニホンカナヘビ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、標識とちのき坂 １３５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．３０ ニホンカナヘビ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３１ ニホンカナヘビ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭南東方 １４００ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３２ ニホンカナヘビ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７３ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．３３ ニホンカナヘビ １９９３／５／４ 白峰村 おまい山 ６００～７００ ５４３６－１５９０ １ 成 上馬康生
No．３４ ニホンカナヘビ １９９３／６／８ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき北方 １４３０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生
No．３５ ニホンカナヘビ １９９３／６／１６ 吉野谷村 瀬波川、取入れ～大ザクレ ５００ ５４３６－３５６７ １ 成 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．３６ ニホンカナヘビ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂西方 １３４０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生
No．３７ ニホンカナヘビ １９９４／９／１９ 吉野谷村 中宮カジヤ谷 ６５０ ５４３６－３６１１ １ オニグルミ林 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．３８ ニホンカナヘビ １９９５／６／２５ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯新道、六本檜 １４３０ ５４３６－０５９８ １ 成 ブナ、ヒノキ林 上馬康生
No．３９ ニホンカナヘビ １９９５／８／９ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １５８０ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４０ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４１ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４２ ニホンカナヘビ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、長倉山北方 １６００ ５４３６－２５６８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．４３ ニホンカナヘビ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．４４ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ６７０ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４５ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ６８０ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４６ ニホンカナヘビ ２００１／５／１５ 白峰村 おまい山 ７００ ５４３６－１５９０ １ 草地 上馬康生
No．４７ ニホンカナヘビ ２００１／５／１９ 白峰村 砂御前山 １２５０ ５４３６－２５１３ １ スギ、シャクナゲ林 上馬康生
No．４８ ニホンカナヘビ ２００１／５／１９ 白峰村 砂御前山 １３００ ５４３６－２５１３ １ スギ、シャクナゲ林 上馬康生
No．４９ ニホンカナヘビ ２００１／７／２４ 白峰村 砂防新道 １４１０ ５４３６－１６４０ １ ブナ林 上馬康生
No．５０ ニホンカナヘビ ２００１／７／２４ 白峰村 砂防新道 １４６０ ５４３６－１６４０ １ ブナ林 上馬康生
No．５１ ニホンカナヘビ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １２９０ ５４３６－１５５７ １ ブナ林 上馬康生
No．５２ ニホンカナヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、 ８８０ ５４３６－３６０１ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．５３ ニホンカナヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、 １２１０ ５４３６－２６９１ １ 成 ヒノキ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．５４ ニホンカナヘビ ２００２／８／２９ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３５０ ５４３６－３５６２ １ 林道、クリ、コナラ林 上馬康生
No．５５ ニホンカナヘビ ２００２／８／ 白峰村 赤谷口 ５１０ ５４３６－２５６０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．５６ ニホンカナヘビ ２００２／８／ 白峰村 西山 ７２０ ５４３６－１４８８ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．５７ ニホンカナヘビ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 成 林道、クリ、コナラ林 上馬康生 写真あり
No．５８ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 幼 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．５９ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．６０ ニホンカナヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 オオバヤナギ、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．６１ タカチホヘビ １９５５／頃 鳥越村 渡津 ２１０ ５４３６－４４０８ １ 富樫一次 ＊４
No．６２ タカチホヘビ １９６０／または６１ 白峰村 六万山釈迦新道入口 ９５０ ５４３６－１５３６ １ 富樫一次 ＊４
No．６３ タカチホヘビ １９８５／８／１２ 吉野谷村 白山スーパー林道 ５９０ ５４３６－３６００ １ 成 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６４ タカチホヘビ １９８５／８／１４ 吉野谷村 白山スーパー林道 ５７０ ５４３６－３５０９ １ 幼 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６５ タカチホヘビ １９８５／８／１８ 吉野谷村 白山スーパー林道 ６００ ５４３６－３６１０ １ 成 車道（山側の端） 戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６６ タカチホヘビ １９８５／８／２０ 吉野谷村 白山スーパー林道 ６９０ ５４３６－３６１２ １ 成 車道（山側の端） 八神徳彦・戸田光彦 ＊６、Ｓ
No．６７ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、４０～５０㎝、６：１０発見
No．６８ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、７：４０、捕獲、９／１まで飼育
No．６９ タカチホヘビ １９８６／８／４ 金沢市 奥新保町 ２２０ ５４３６－６６７４ １ 成 林道側溝、スギ植林 上馬康生 ＊５、７：４０、約３０ｍの間に３個体目
No．７０ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 成 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７１ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７２ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７３ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７４ タカチホヘビ １９８６／８／１７ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 幼 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７５ タカチホヘビ １９８６／８／１９ 吉野谷村 外氏出作り～途中谷 ５９０ ５４３６－３６１０ １ 成 車道 根石 修・上馬康生 Ｓ
No．７６ タカチホヘビ １９８８／６／１５ 河内村 奥三方山登山道 １３００ ５４３６－４６１０ １ 林 正一 ＊４
No．７７ タカチホヘビ １９８８／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．７８ タカチホヘビ １９９２／６／１１ 吉野谷村 中宮、蛇谷自然観察園路 ６５０ ５４３６－３６１１ １ 成 永村春義・上馬康生 Ｓ
No．７９ シマヘビ １９８２／８／２６ 白峰村 チブリ尾根 １６７０ ５４３６－１５３９ １ 成 ブナ、ダケカンバ林 上馬康生
No．８０ シマヘビ １９８４／７／２３ 尾口村 岩間噴泉塔付近 ９００ ５４３６－２６１６ ２ 川端義信 ＊４
No．８１ シマヘビ １９８４／８／２３ 白峰村 チブリ尾根 １５９０ ５４３６－１５３９ １ 成 ブナ林 上馬康生 ８０㎝大
No．８２ シマヘビ １９８７／７／１０ 白峰村 チブリ尾根 １９２０ ５４３６－１６３０ １ 成 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生 １m 大
No．８３ シマヘビ １９８８／６／１９ 鳥越村 河原山 ２７０ ５４３６－３５７１ １ 幼 耕作地、人家等 本田富子・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．８４ シマヘビ １９９１／６／６ 吉野谷村 中宮道、清浄坂北西 １１００ ５４３６－２６９１ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．８５ シマヘビ １９９１／７／１０ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６９０ ５４３６－２６６４ １ 幼 ダケカンバ林 上馬康生 ３０㎝
No．８６ シマヘビ １９９１／８／２０ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６９０ ５４３６－２６６４ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ＊４
No．８７ シマヘビ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭南東方 １４００ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 地上４m のクロベの幹に絡みつく
No．８８ シマヘビ １９９３／５／４ 白峰村 おまい山 ６００～７００ ５４３６－１５９０ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．８９ シマヘビ １９９３／７／２９ 白峰村 砂防新道 １４５０ ５４３６－１６４０ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．９０ シマヘビ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．９１ シマヘビ １９９８／４／２７ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等 中村真一郎・上馬康生 Ｓ
No．９２ シマヘビ ２００２／７／２９ 鳥越村 三ツ屋野 ２６０ ５４３６－３５８１ １ 幼 車道 上馬康生 写真あり
No．９３ シマヘビ ２００２／８／１ 鳥越村 左礫 ２４０ ５４３６－３４６８ １ 成 車道、耕作地 上馬康生 １m 大、写真あり
No．９４ シマヘビ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋西方 １４１０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生
No．９５ シマヘビ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 人家等、草原 上馬康生 写真あり
No．９６ シマヘビ ２００２／９／１２ 白峰村 根倉谷出合 ７３０ ５４３６－１５３４ １ 幼 車道 上馬康生
No．９７ シマヘビ ２００２／９／１８ 鳥越村 三ツ屋野 ２６０ ５４３６－３５８１ １ 成 車道、人家等 上馬康生 写真あり
No．９８ シマヘビ ２００２／９／２０ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 幼 人家等 徳野 力 ・上馬康生
No．９９ ジムグリ １９７８／８／１０ 白峰村 室堂平 ２４５０ ５４３６－１６７１ １ 幼 木下道雄 ＊４、Ｓ
No．１００ ジムグリ １９８４／１０／７ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１０１ ジムグリ １９８６／７／下旬 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 田中宏明・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．１０２ ジムグリ １９８６／８／２７ 白峰村 御前峰山頂 ２７０２ ５４３６－１６８１ １ 岩礫地 木下道雄・上馬康生 写真あり
No．１０３ ジムグリ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、桧新宮北方 １３５０ ５４３６－２５８８ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１０４ ジムグリ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉北方 １６５０ ５４３６－２５５８ １ 幼 ブナ、ヒノキ、クロベ林 上馬康生 ＊４
No．１０５ ジムグリ １９９０／９／２２ 尾口村 加賀禅定道、ハライ谷 １２３０ ５４３６－２５９８ １ 幼 スギ植林 上馬康生 ＊４
No．１０６ ジムグリ １９９１／５／１３ 吉野谷村 途中谷 １０１０ ５４３６－３６２０ ２ 三原ゆかり Ｕ、雪の消えた地上、同所２個体
No．１０７ ジムグリ １９９１／６／５ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳南方 １６００ ５４３６－２６５４ １ 成 ブナ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、８０㎝～
No．１０８ ジムグリ １９９１／６／６ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、８０㎝
No．１０９ ジムグリ １９９１／９／２５ 白峰村 観光新道、殿ヶ池下方 １９５０～２０００ ５４３６－１６６０ １ 半田浩志・上馬康生 ”４８，４㎝、S"
No．１１０ ジムグリ １９９１／１２／５ 河内村 口三方岳登山道 ８１０ ５４３６－４５２６ １ 成 ミズナラ林 上馬康生 ＊４、雪の消えた地上、逃げる
No．１１１ ジムグリ １９９４／７／６ 吉野谷村 中宮道 ９９０ ５４３６－２６９１ １ 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１１２ ジムグリ １９９５／６／２５ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯新道 １８６０ ５４３６－０６９０ １ 成 ササ、草原 上馬康生
No．１１３ ジムグリ １９９６／６／２４ 尾口村 加賀禅定道、檜新宮西方 １５００ ５４３６－２５７８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ～３０㎝、赤い背と黒班の腹
No．１１４ ジムグリ １９９６／８／２１ 白峰村 室堂平 ２４４８ ５４３６－１６７１ １ 幼 高木雅紀 ＊３
No．１１５ ジムグリ １９９７／８／１２ 白峰村 お池めぐりコース ２５５０ ５４３６－１６８１ １ 幼 高木雅紀 ＊３
No．１１６ ジムグリ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １８００ ５４３６－２６４０ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生
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No．１１７ ジムグリ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道 ９４０ ５４３６－３６０１ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．１１８ ジムグリ ２００２／１０／４ 尾口村 岩間道 １３５０ ５４３６－２６６１ １ 亜成 ブナ林 野上達也・上馬康生 写真あり
No．１１９ アオダイショウ １９８４／７／２４ 吉野谷村・白川村 念仏尾根（妙法山付近） １７４０ ５４３６－２６ １ 戸田光彦 ＊４
No．１２０ アオダイショウ １９８８／７／９ 白峰村 別当出合手前の S 字カーブ １１７０ ５４３６－１５４８ １ 幼 車道、ブナ林 殊才 実・上馬康生 Ｓ
No．１２１ アオダイショウ １９８８／９／２６ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１２２ アオダイショウ １９９０／７／２４ 白峰村 別当出合 １２６０ ５４３６－１５４９ １ 成 草地 上馬康生 ＊４
No．１２３ アオダイショウ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉北方 １６５０ ５４３６－２５５８ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１２４ アオダイショウ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、しかり場南方 １５４０ ５４３６－２５７８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１２５ アオダイショウ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１２６ アオダイショウ ２００２／８／ 白峰村 赤谷口 ５１０ ５４３６－２５６０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．１２７ アオダイショウ ２００２／９／１１ 吉野谷村 木滑 ３００ ５４３６－３５６１ １ 亜成 人家等、草地 上馬康生 写真あり
No．１２８ アオダイショウ ２００２／９／１８ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 亜成 林道、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．１２９ シロマダラ １９４７／７／２４ 白峰村 白峰～市ノ瀬間 ５４３６－１６ １ 名和正男 ＊４
No．１３０ シロマダラ １９６０／または６１ 白峰村 弥陀ヶ原 ２３４０ ５４３６－１６６１ １ 富樫一次 ＊４
No．１３１ シロマダラ １９７１／９／１１ 吉野谷村 蛇谷 ５４３６－ １ 幼 川岸 Ｓ
No．１３２ シロマダラ １９７４／８／中旬 金沢市 倉谷 ３７０ ５４３６－４６８０ １ 成 山小屋の床下 上馬康生 ＊４
No．１３３ シロマダラ １９８３／夏 白峰村 市ノ瀬 ８３０ ５４３６－１５３６ １ 成 八神徳彦 Ｓ
No．１３４ シロマダラ １９８３／１１／１０ 白峰村 岩屋俣谷出合 ８８０ ５４３６－１５３７ １ 幼 車道、ドロノキ林 上馬康生 写真あり
No．１３５ シロマダラ １９８５／１０／４ 吉野谷村 中宮レストハウス ５９０ ５４３６－３６００ １ 幼 八神徳彦 ＊４、Ｓ
No．１３６ シロマダラ １９９６／７／２８ 金沢市 医王山、西尾平付近 ６５０ ５４３６－６６３２ １ 成 車道 林 哲 Ｓ
No．１３７ シロマダラ １９９９／９／２１ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 成 人家等 安本辰雄・上馬康生 写真あり
No．１３８ シロマダラ ２００１／８／２４ 鳥越村 数瀬～阿手間 ２８０ ５４３６－３４５６ １ 車道 石原一彦 ＊１、道路上で捕獲
No．１３９ シロマダラ ２００１／１１／５ 鳥越村 大日スキー場付近 ３００ ５４３６－３４４５ １ 幼 落葉上 泉 克彦・徳本 洋 ＊２
No．１４０ ヒバカリ １９８３／ 鶴来町 月橋町、獅子吼への車道 ５４３６－５５ １ 車道の側溝 八神徳彦 ＊４、Ｓ
No．１４１ ヒバカリ １９８７／６／３０ 吉野谷村 ブナオ・オオゴロ間スーパー林道 ５７０ ５４３６－３５０９ １ 車道 安本辰雄・水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４２ ヤマカガシ １９８０／６／１３ 金沢市 犀川ダム下流 ３００ ５４３６－５６１０ １ 成 車道、 上馬康生 ８０～１００㎝大
No．１４３ ヤマカガシ １９８３／９／１９ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 安本辰雄・水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４４ ヤマカガシ １９８４／１０／１ 吉野谷村 中宮本村 ４６０ ５４３６－３５２５ １ 幼 人家等 水野昭憲 ＊４、Ｓ
No．１４５ ヤマカガシ １９８６／９／２３ 白峰村・大野市 鳩ヶ湯～赤兎山 １５７０ ５４３６－０５７３ １ 成 ブナ林 上馬康生 大きな個体（斑紋なし）
No．１４６ ヤマカガシ １９８６／９／２４ 大野市 鳩ヶ湯～小池 ６５０ ５４３６－０５５６ １ 幼 車道 上馬康生 死体
No．１４７ ヤマカガシ １９８６／９／２４ 大野市 上小池 ９２０ ５４３６－０５７７ １ 車道 上馬康生 死体
No．１４８ ヤマカガシ １９８７／７／１８ 白峰村 百万貫岩 ６８０ ５４３６－１５５３ １ 亜成 車道 殊才 実・上馬康生 ＊４、Ｓ
No．１４９ ヤマカガシ １９９０／９／２８ 吉野谷村 中宮道 １２５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４、５０㎝～
No．１５０ ヤマカガシ １９９１／７／９ 吉野谷村 中宮道、しなのき南方 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１５１ ヤマカガシ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、湯谷頭西方 １２４０ ５４３６－２６８１ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．１５２ ヤマカガシ １９９１／９／１１ 吉野谷村 中宮道、しなのき西方 １４００ ５４３６－２６７２ １ 幼 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．１５３ ヤマカガシ １９９１／９／２５ 白峰村 大杉谷 ９００ ５４３６－１５９５ １ 林道、ミズナラ林 上馬康生 ＊４
No．１５４ ヤマカガシ １９９２／６／１１ 金沢市 倉谷、雨量計 ３８０ ５４３６－４６８０ １ 成 砂礫地 上馬康生 ＊４
No．１５５ ヤマカガシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき北西方 １４４０ ５４３６－２６７３ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ＊４
No．１５６ ヤマカガシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、岩場 １２１０ ５４３６－２６９１ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．１５７ ヤマカガシ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、岩場南東方 １３００ ５４３６－２６８１ １ 幼 ブナ二次林 上馬康生 ＊４、２０㎝～
No．１５８ ヤマカガシ １９９４／５／２０ 吉野谷村 中宮道 ７９０ ５４３６－３６０１ １ 高茎草原 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１５９ ヤマカガシ １９９４／７／６ 吉野谷村 中宮道 ９２０ ５４３６－３６０１ １ 高茎草原 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１６０ ヤマカガシ １９９４／９／１９ 吉野谷村 ジライ谷 ６４０ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 田中 稔 ＊４、Ｕ
No．１６１ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １４４０ ５４３６－２６７０ １ 成 ブナ、コメツガ林 上馬康生 ４０㎝～
No．１６２ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １６００ ５４３６－２６６０ １ 成 オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ６０㎝～
No．１６３ ヤマカガシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １６３０ ５４３６－２６６０ １ 成 ダケカンバ林 上馬康生 ６０㎝
No．１６４ ヤマカガシ １９９５／９／４ 白峰村 観光新道 １８００ ５４３６－１５５９ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ４０㎝～、斑点なし
No．１６５ ヤマカガシ １９９５／９／４ 白峰村 観光新道 １８３０ ５４３６－１６６０ １ オオシラビソ、ダケカンバ林 上馬康生 ４０㎝～
No．１６６ ヤマカガシ １９９５／９／２８ 尾口村 加賀禅定道、奥長倉小屋北方 １７２０ ５４３６－２５４８ １ 成 ダケカンバ林 上馬康生 ７０～１００㎝、写真あり
No．１６７ ヤマカガシ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 U
No．１６８ ヤマカガシ １９９６／７／２５ 白川村 平瀬道 ２０７０ ５４３６－１６７３ １ ササ、低木林 上馬康生
No．１６９ ヤマカガシ １９９６／８／２１ 白川村 平瀬道 ２３４０ ５４３６－１６７２ １ 高木雅紀 ＊３
No．１７０ ヤマカガシ １９９６／１０／２１ 尾口村 加賀禅定道、長倉山南方 １６２０ ５４３６－２５６８ １ 成 ダケカンバ、ブナ林 上馬康生 １m 大
No．１７１ ヤマカガシ １９９８／６／１２ 白峰村 釈迦新道 １２６０ ５４３６－１５５７ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７２ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １０６０ ５４３６－４１０６ １ 幼 上馬康生
No．１７３ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １３７０ ５４３６－０６４１ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１７４ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４１０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７５ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４５０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７６ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １５２０ ５４３６－０６５２ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１７７ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町・荘川村 石徹白道、銚子ヶ峰 １６２０ ５４３６－０６６２ １ 成 ブナ林 上馬康生 ８０㎝大、ヒキガエル（５㎝～）くわえる
No．１７８ ヤマカガシ ２００１／７／２８ 白鳥町・荘川村 石徹白道、銚子ヶ峰 １８１０ ５４３６－０６７１ １ 成 ササ 上馬康生
No．１７９ ヤマカガシ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １６００ ５４３６－１５６８ １ 幼 ブナ林 上馬康生
No．１８０ ヤマカガシ ２００１／８／８ 白峰村 釈迦新道 １８３０ ５４３６－１５７８ １ 幼 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生
No．１８１ ヤマカガシ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １４６０ ５４３６－２６６０ １ 成 キタゴヨウ、コメツガ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１８２ ヤマカガシ ２００１／８／２８ 尾口村 楽々新道 １８４０ ５４３６－２６４０ １ 成 ササ、低木林 上馬康生 １m 大
No．１８３ ヤマカガシ ２００１／８／３０ 吉野谷村・白川村 北縦走路、妙法山北方 １７００ ５４３６－２６６７ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生
No．１８４ ヤマカガシ ２００１／９／２３ 尾口村 岩間道 １５６０ ５４３６－２６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．１８５ ヤマカガシ ２００１／９／２３ 尾口村 岩間道 １７００ ５４３６－２６５１ １ 成 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生
No．１８６ ヤマカガシ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３４０ ５４３６－２６８１ １ 成 ブナ二次林 上馬康生
No．１８７ ヤマカガシ ２００２／８／９ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３６０ ５４３６－２６８１ １ 成 ブナ二次林 上馬康生
No．１８８ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １２３０ ５４３６－１５３８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ３０～４０㎝
No．１８９ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １２８０ ５４３６－１５３８ １ 幼 ブナ林 上馬康生 ３０～４０㎝
No．１９０ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １４３０ ５４３６－１５３８ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９１ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １４４０ ５４３６－１５３８ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９２ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １５８０ ５４３６－１５３９ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９３ ヤマカガシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １６１０ ５４３６－１５３９ １ 亜成 ブナ林 上馬康生 ５０㎝～
No．１９４ ヤマカガシ ２００２／９／３ 白峰村 御前峰山頂 ２７０２ ５４３６－１６８１ １ 成 岩礫地 土田 博・千石正一 写真あり
No．１９５ ヤマカガシ ２００２／９／１０ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 成 林道、スギ植林 上馬康生 写真あり
No．１９６ ヤマカガシ ２００２／９／１２ 吉野谷村 中宮展示館 ６００ ５４３６－３６１１ １ 幼 人家等 田中 稔 写真あり
No．１９７ ヤマカガシ ２００２／９／１３ 吉野谷村 木滑、高倉山林道 ３２０ ５４３６－３５６２ １ 幼 林道、クリ、コナラ林 上馬康生
No．１９８ ヤマカガシ ２００２／９／１８ 尾口村 女原 ３５０ ５４３６－３５２２ １ 成 車道 上馬康生 写真あり
No．１９９ ヤマカガシ ２００２／１０／４ 尾口村 岩間道、コエト小屋跡 １７００ ５４３６－２６４１ １ 成 オオシラビソ林 野上達也・上馬康生 写真あり
No．２００ ニホンマムシ １９８１／９／２２ 白峰村 チブリ尾根 １０５０ ５４３６－１５３７ １ 成 ブナ林 上馬康生 ６０～７０㎝大
No．２０１ ニホンマムシ １９８２／６／２０ 吉野谷村 蛇谷 １ 松井正人 ＊４
No．２０２ ニホンマムシ １９８２／９／２４ 尾口村・鳥越村 鷲走ヶ岳 １０２０ ５４３６－３４１９ １ 成 上馬康生 山頂へ９００m の位置
No．２０３ ニホンマムシ １９８４／７／２１ 吉野谷村 中宮展示館付近 ６００ ５４３６－３６１１ ２ 戸田光彦 ＊４
No．２０４ ニホンマムシ １９８４／７／２３ 尾口村 岩間噴泉塔付近 ９００ ５４３６－２６６１ １ 戸田光彦 ＊４
No．２０５ ニホンマムシ １９８６／６／２８ 白峰村 チブリ尾根 １４００ ５４３６－１５３８ １ 成 ブナ林 上馬康生 ６０㎝～
No．２０６ ニホンマムシ １９８６／８／２８ 白峰村 チブリ尾根 １２３０ ５４３６－１５３８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２０７ ニホンマムシ １９９０／８／７ 尾口村 加賀禅定道、御仏供水 １４００ ５４３６－２５７８ １ 成 高茎草原 上馬康生
No．２０８ ニホンマムシ １９９０／８／９ 尾口村 加賀禅定道、長倉山南方 １６６０ ５４３６－２５６８ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２０９ ニホンマムシ １９９１／８／１９ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １５７０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１０ ニホンマムシ １９９１／９／１０ 吉野谷村 中宮道、標識滝ヶ岳北西方 １６６０ ５４３６－２６６３ １ ダケカンバ林 上馬康生 ＊４
No．２１１ ニホンマムシ １９９２／６／１１ 金沢市 高三郎山、クラコシ尾根 １０６０ ５４３６－４６５１ １ ヒノキ、ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１２ ニホンマムシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西方 １５２０ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１３ ニホンマムシ １９９２／８／４ 吉野谷村 中宮道、滝ヶ岳北西方 １６００ ５４３６－２６６３ １ ブナ林 上馬康生 ＊４
No．２１４ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、岩場北方 １２００ ５４３６－２６９１ １ ブナ林 上馬康生
No．２１５ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、標識湯谷頭南東方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４
No．２１６ ニホンマムシ １９９２／８／１１ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １４４０ ５４３６－２６６３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、６０㎝大
No．２１７ ニホンマムシ １９９２／８／１２ 吉野谷村 中宮道、ゴマ平南方 １８５０ ５４３６－２６４４ １ 幼 ダケカンバ、オオシラビソ林 上馬康生 ＊４、１５～２０㎝大
No．２１８ ニホンマムシ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、とちのき坂 １３５０ ５４３６－２６８１ １ ブナ二次林 上馬康生 ＊４
No．２１９ ニホンマムシ １９９２／９／１６ 吉野谷村 中宮道、旧しなのき南東方 １５５０ ５４３６－２６６３ １ 成 ブナ林 上馬康生 ＊４、５０～６０㎝大
No．２２０ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０㎝大
No．２２１ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３８０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０～７０㎝大
No．２２２ ニホンマムシ １９９２／９／１７ 吉野谷村 中宮道、しなのき北西方 １３９０ ５４３６－２６７２ １ 成 クロベ、キタゴヨウ林 上馬康生 ＊４、６０～７０㎝大
No．２２３ ニホンマムシ １９９３／８／２４ 吉野谷村 中宮道、しなのき小屋 １４５０ ５４３６－２６７３ １ ブナ林 上馬康生 逃げる
No．２２４ ニホンマムシ １９９５／７／２９ 吉野谷村 姥ヶ滝上 ７５０ ５４３６－３６０４ １ 林 正一 ＊４
No．２２５ ニホンマムシ １９９５／８／９ 尾口村 加賀禅定道 １３７０ ５４３６－２５８８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２２６ ニホンマムシ １９９５／８／１２ 尾口村 楽々新道 １３６０ ５４３６－２６７０ １ 成 ブナ林 上馬康生 ４０㎝～
No．２２７ ニホンマムシ １９９５～２０００／夏 白峰村 桑島 ４８０ ５４３６－２５３０ １ 人家等 山口一男 Ｕ
No．２２８ ニホンマムシ １９９６／５／１１ 金沢市 高三郎山、砺倉分岐 ９２０ ５４３６－４６５１ １ ブナ林 上馬康生 ３０㎝～
No．２２９ ニホンマムシ １９９６／６／２４ 尾口村 加賀禅定道、しかり場南方 １５２０ ５４３６－２５７８ １ 成 ブナ林 上馬康生 太い、５０～７０㎝
No．２３０ ニホンマムシ ２００１／７／２８ 白鳥町 石徹白道 １４６０ ５４３６－０６５１ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２３１ ニホンマムシ ２００２／７／２４ 尾口村 加賀禅定道、 １３２０ ５４３６－２５８８ １ 成 ブナ林 上馬康生
No．２３２ ニホンマムシ ２００２／７／２６ 尾口村 岩間道 １６７０ ５４３６－２６５１ １ 成 コメツガ林 上馬康生
No．２３３ ニホンマムシ ２００２／８／２７ 白峰村 チブリ尾根 １７５０ ５４３６－１５３９ １ 成 オオシラビソ林 上馬康生 ５０㎝～

＊１：石原一彦（２００２） ＊２：泉 克彦（２００２） ＊３：高木雅紀（１９９８） ＊４：徳本 洋（１９９６） ＊５：徳本 洋・上馬康生（１９９６） ＊６：戸田光彦（１９８５） Ｓ：石川県白山自然保護センター標本 Ｕ：上馬康生聞き取り
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vibakari vibakari，ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ti-

grinus，クサリヘビ科ニホンマムシ Gloydius blomhof-

fii の２目６科１２種が記録された。ただし，和名，

学名は爬虫両棲類学会（２００１）によった。

この中で最も多く見つかったのはヤマカガシで５８

個体，全体の２４．５％であり，次いでニホンカナヘビ

３６個体（１５．２％），ニホンマムシ３５個体（１４．８％）

が多く，この３種で全体の５４．４％となり半数を超え

る（図２）。またジムグリ，タカチホヘビ，シロマ

ダラなど，一般的にはあまり多く見つからない種が

比較的多く記録されている。これは図３に示したよ

うに収集されて標本となっているものが多いことに

よる。すなわちジムグリやシロマダラのように，特

異な色をしていて目立ったり種名が分からないた

め，またタカチホヘビのように同時期に同じ人に集

中して発見されるなど，選択的に収集されたためと

考えられる。これら標本は，３個体を除いてすべて

１，０００m 未満での記録である。

環境別の爬虫類相

爬虫類相を環境別にみていくに際し，調査地のと

ころで述べたように白山の環境を大きく次の４つに

分けた。まず最も低いところは，山麓の集落周辺か

ら車道があったり植林地や二次林など比較的人の手

が加わっている標高１，０００m 未満の範囲で，ここを

山麓部とした。次に，良好なブナ林の広がる標高

図３ 石川県白山自然保護センターの爬虫類標本数

図４ 白山山麓部の爬虫類記録個体数

石川県白山自然保護センター研究報告 第 ２９ 集（２００２）
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１，０００m から標高１，６００～１，７００m 付近（この範囲で

もオオシラビソやダケカンバが優占しておれば，記

録は次の亜高山帯に入れた）がブナ帯。そこから

２，３００m 未満までのオオシラビソ林やダケカンバ林

を中心とするところが亜高山帯。それより上で山頂

御前峰までのハイマツ林や高山草原，岩礫地や砂礫

地のあるところが高山帯である。

山麓部

全体の４６．８％にあたる１１１個体の記録はこの範囲

にあり，タカチホヘビ１７個体が最も多く，ヤマカガ

シとニホンカナヘビがともに１６個体とこれに次いで

多い。以下シマヘビ，ニホントカゲ，シロマダラが

続き，全体で１２種記録された（図４）。タカチホヘ

ビはこの範囲で集中的に収集されたものである。前

にも述べたように限られた種が選択的に収集されて

いるので，これがこの環境の爬虫類相の特徴を表し

ているとはいえないが，今回記録されたすべての種

がみつかっていることと特定の種に偏りがないこと

が特徴といえるかもしれない。

ブナ帯

全体の４０．１％にあたる９５個体の記録があった。ヤ

マカガシが最も多く２７個体（２８．４％），次いでニホ

ンマムシ２４個体（２５．３％），ニホンカナヘビ２０個体

（２１．１％）と続き，この３種で７４．７％となり大部分

を占めている。この３種がブナ林の代表的な爬虫類

といえる。他にジムグリ，シマヘビ，ニホントカゲ，

アオダイショウ，タカチホヘビの計８種が記録され

た（図５）。

図５ 白山ブナ帯の爬虫類記録個体数

図６ 白山亜高山帯の爬虫類記録個体数

図７ 白山高山帯の爬虫類記録個体数

上馬：白山地域における爬虫類相－特に生息環境と垂直分布について
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図８ 白山地域の爬虫類の垂直分布
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亜高山帯

５種２４個体の記録があり，ヤマカガシが１３個体

（５４．２％）で最も多い。以下ニホンマムシ４個体，

ジムグリ３個体，シマヘビ３個体，アオダイショウ

１個体である（図６）。ヤマカガシが特に多いのが

特徴である。

高山帯

３種７個体の記録があり，ジムグリ４個体，ヤマ

カガシ２個体，シロマダラ１個体である（図７）。

ジムグリが多いのが特徴といえる。特にジムグリお

よびヤマカガシは，白山山頂の御前峰２，７０２m 三角

点付近の岩礫地に記録があり，白山で最も標高の高

い場所での記録である。

各種の垂直分布と主な生態

ニホンイシガメ

３例の記録があるが，いずれも少し以前の記録

で，最近いるという情報は得られていない。石川県

内では，低山地につくられた農業用貯水池や河川の

中流より上での発見例が多いとされる（徳本，１９９６）。

白峰村在住の山口一男氏によると，白峰村では昔か

らいるという話はないとのことであり，少し以前の

記録であるが，吉野谷村中宮の溜め池の標高４６０m

が白山地域では最も標高の高い場所である。

ニホンヤモリ

石川県内では，能登，加賀ともに低地の建築物に

広く生息し，人家の比較的多い大きな谷に沿ってか

なり深く分布を広げており，最も上流では吉野谷村

で確認されているが，その下流の河内村では記録が

ない（徳本，１９９６）とされていた。今回２００２年７月

３１日に河内村吉岡で成体が見つかった。また同年８

月２３日には吉野谷村木滑で幼体が見つかっている。

尾口村でも女原で２００２年７月にみつかっている。発

見者の井南睦子氏によれば女原では以前からみられ

るという。白峰村からはまだ知られていない。吉野

谷村中宮の標高４６０m が最も高い場所での記録であ

る。いずれも７～８月および夏に発見されている。

以上のすべてを合わせると７例７個体の記録となっ

た（図８）。赤羽（１９５８）は，ニホンヤモリは御嶽

では採集も記録もないとしている。

ニホントカゲ

１４例１５個体が記録され，山麓部からブナ帯の標高

１，３９０m まで分布している（図８）。山麓部に普通

にみられ，２００２年９月１１日の吉野谷村高倉山林道で

の例のように集中して見つかることがある。このと

きは，スギ植林地や落葉広葉樹林で囲まれた舗装道

路の約５０m 間に５個体発見でき，そのうち一例は

大きい個体が小さい個体を襲うように追いかけてい

た。季節的に最も早い記録は５月２０日（標高６５０m）

で，最も遅い記録は１１月７日（標高１，３９０m）であっ

た。御嶽では，標高１，５００から１，６００m までみられ

るが森林帯より上ではみられないとしている（赤

羽，１９５８）。白山でも今後，今回記録した最高標高

よりさらに高いところで見つかる可能性がある。

ニホンカナヘビ

３６例３６個体が記録され，全体としてヤマカガシに

ついで数が多い。山麓からブナ帯上部まで広く分布

しており，最も標高の高いところは１，６００m であっ

た（図８）。川原の砂礫地，林道上，草地，人家，

オニグルミ林，オオバヤナギ－ドロノキ林，クロベ

－キタゴヨウ林，ブナ二次林，ブナ原生林等，様々

な環境に生息していた。ブナ帯の優占種（第３位）

である。御嶽では山麓一帯にみられるが，山地に入

るに従って少なくなり，標高１，１００m 位の所までみ

られるとしている（赤羽，１９５８）が，白山ではより

高所まで多く分布していた。

タカチホヘビ

１８例１８個体が記録された。この内１１個体は標本で

ある。標高７００m 以下に１６個体と，ほとんどが記録

されているが，９５０m，１，３００m での記録もある（図

８）。御嶽では標高８００m から１，０００m の間で採集さ

れている（赤羽，１９５８）。次にこの種は，同じ日ま

たは同じ時期に狭い範囲に集中してみつかっている

のが特徴である。それらは，多くが車道の山側の部

分や側溝内に死体や生きた個体がみつかっている

（戸田，１９８５；徳本・上馬，１９９６）。

１９８６年８月４日の例では，標高２２０m の両側がス

ギ植林地（山側）と落葉広葉樹林（谷側）である林

道の，山側につくられた新しいコンクリート側溝内

に生きた個体が３頭ほぼ同じ時刻にみつかった。距

離約３０m 間に午前６時１０分に１個体，７時４０分に

２個体みつかり，大きさからいずれも成体と考えら

れた。その内１個体を捕獲し飼育したところ，８月

１４日に脱皮し，９月１日まで生きており，その時点

で体内に卵を３個持っていることが分かっている。

１９８６年８月１７日の例では，標高５９０m の，両側が高

茎草原や落葉広葉樹林（山側）と低木林や高茎草原

（谷側）である車道の距離約５００m 間に５個体みつ

かっている。この時はすべて死体であったが，時間

的に日射が強くなってからの発見であったためと考
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えられる。

このように，かなり高い密度で生息している場所

があることが分かる。夜行性のヘビであることやあ

まり目立たない小さい個体であるにもかかわらず，

このように比較的多く記録されており，場所によっ

ては普通種であるといえる。

なお，大野（１９８７）にタカチホヘビの産地の一つ

として白峰村白山御前峰となっているものがある

が，これは松村（１９６３）を引用したものであり，そ

の記載内容「白山御前峰付近にいる蛇で，あまり大

きくなく，色は赤みを帯びたやや透明感のある，い

かにも弱々しい感じの蛇である」からは，これをタ

カチホヘビと断定するには無理がある。むしろ後述

するようにジムグリが高山帯で比較的よくみつかっ

ていることや，前記の色彩の記録からもジムグリと

考えることのほうが妥当であろう。

シマヘビ

２０例２１個体の記録があり，低地から標高１，９２０m

の亜高山帯まで生息している（図８）。ブナ林で５

例，ブナ帯のクロベ－キタゴヨウ林で２例，ダケカ

ンバ林やオオシラビソ林で３例などの記録がある。

一般の人によく知られ，石川県内の海岸沿いから低

山に広く記録されているが（徳本，１９９６），白山地

域の低地の人家や耕作地のみならず，ブナ帯や亜高

山帯にまで生息していることがわかる。

ジムグリ

２０例２１個体の記録があった。白山地域では低山に

も記録はあるが，むしろブナ帯以上高山帯までに多

くみつかっている。特記すべきは白山山頂，御前峰

三角点付近でみつかっていることや，これを含め高

山帯に４例の記録があることである（図８）。この

他，未確認のため表１には記してないが，２００２年７

月３０日１４：００頃，白山の神社の石垣の中で長さ３０㎝

ほどの赤っぽいヘビを，また同年８月１３日１１：００頃

血ノ池付近で２０㎝くらいの茶色のヘビをそれぞれ見

たとの登山者の情報がある（石川県自然解説員研究

会 ２００２）。ともにジムグリの可能性が高く，前者

は標高約２，７００m，後者は標高約２，５８０m の，ともに

高山帯での記録である。これらのことから，ジムグ

リは高山帯には普通種として生息している可能性が

ある。御嶽の報告でも，劔ヶ峯（標高３，０６５m）頂

上三角点のあるところの岩の間でみたとされ，標高

２，５００m 以上でみかける蛇はほとんどこの種にかぎ

られる（赤羽 １９５８）としているのは，白山と類似

している。

次に出現時期としては，最も早い記録が５月１３日

（標高１，０１０m）の２個体から，遅いもので１２月５

日（標高８１０m）までの間に記録されている。特に

この２例は，ともに積雪期の記録であるが，雪の消

えた地上の落ち葉の上でみつかっている。前者は２

個体が接していて動かなかったといい（三原，私信），

ヘビの交尾は一般には春に行われる（Hukada，

１９９２）ので交尾中であった可能性がある。後者は暖

かな一日で，すぐに逃げて落ち葉の下へ潜り込むの

を目撃している。ともに山地の記録としては時期的

に特異であり，気温等条件がよければ，早い時期か

らかなり遅くまで活動していることが推定される。

アオダイショウ

シマヘビとともに一般によく知られたヘビである

が，１０例１０個体と記録は多くない。山麓部で半数が

みつかっているが，ブナ帯から亜高山帯下部（標高

１，７４０m）でもみつかっている（図８）。あまり一般

的なため記録として残っていないが，少なくとも山

麓部の人家や耕作地周辺では，聞き取り調査による

と実際は普通種であると考えられる。

シロマダラ

夜行性のヘビにもかかわらず，１１例１１個体の記録

があった。その内４個体は収集されて標本としてあ

る。詳しい場所が分からない２個体を含め１０個体ま

でが標高１，０００m 以下でみつかっている。１個体の

み少し古い記録であるが，白山の弥陀ヶ原（標高

２，３４０m）で記録されている（図８）。御嶽では，そ

の分布は山麓帯のみで高いところではみられない

（赤羽，１９５８）としている。

ヒバカリ

２例２個体のみで，鶴来町の獅子吼高原への車道

と，吉野谷村の白山スーパー林道で記録されてい

る。小型であまり目立たない体色のためか，標本が

この２個体あるのみである。石川県内では能登地方

で広く記録があり，舳倉島での生息も知られてい

る。今後注意して探せば，白山地域でももっと多く

記録されるであろう。

ヤマカガシ

今回，全体の約４分の１にあたる５６個体と最も多

く記録された。第２位がニホンカナヘビの３６個体で

あるから，群を抜く多さといえる。低地から標高

１，８４０m まで連続して生息しており，ブナ帯および

亜高山帯の爬虫類相の第１位を占める。２００m ごと

の個体数の標高別分布をみてみると図９のようにな

り，１，２００m～１，９９９m に多く，特に１，４００m～１，５９９
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標高�

標高�

m に多いことがわかる。御嶽では平地から７合半

（標高２，３００m）位までいるが５合（標高１，６００m）

以上には稀であるとしている（赤羽，１９５８）。白山

では高山帯でも２個体記録され，その１個体は２００２

年９月３日に山頂御前峰の三角点付近の岩礫地でみ

つかっており，白山で最も高い場所での記録である

（図８）。このヘビはカエル類が主な餌とされるが，

筆者は白山では標高２３００m 付近までにおいてアズ

マヒキガエルおよびタゴガエルと思われるものをみ

ているが，それ以上標高の高い場所でカエル類はみ

たことがなく，特に御前峰の山頂付近の岩礫地で

は，カエル類のみならず餌となりそうなサンショウ

ウオ類の生息も考えにくい。高山帯で何を食べてい

るのか興味のあるところである。なお白山における

タゴガエルの確実な記録として最も標高の高い場所

は，砂防新道黒ボコ岩付近の標高２，３００m である（宮

崎，１９９６）。

ヤマカガシは同じ日に集中して記録されることが

あり，２００１年７月２８日には石徹白道の標高１，０６０m

から１，８１０m の間のブナ林から亜高山帯下部で距離

４．２㎞に７個体（１，６７／㎞）が，また２００２年８月２７日

にはチブリ尾根の標高１，２３０m から１，６１０m の間の

ブナ林で，距離１．５㎞に６個体（４／㎞）がみつかっ

ている。

ニホンマムシ

３４例３５個体記録され，全体としてヤマカガシ，ニ

ホンカナヘビに次いで数が多い。特にブナ帯での記

録が２４個体と多く優占種（第２位）であり，亜高山

図９ ヤマカガシの標高別記録個体数

図１０ ニホンマムシの標高別記録個体数
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帯でも４個体みつかりヤマカガシに次いで多い種と

なっている。最も高い場所としては中宮道のゴマ平

南方，標高１，８５０m のダケカンバ－オオシラビソ林

でみつかっており，低地からこの標高まで連続して

記録があった（図８）。特に数が多いのは，図１０に

示したように標高１，２００～１，５９９m の範囲である。

御嶽では，個体数は少なくその分布も５合半（標高

１，７００m）までとされており（赤羽，１９５８），白山と

はかなり異なっている。

おわりに

白山地域で最も数の多い爬虫類はヤマカガシであ

り，また垂直的に最も広い分布をしているのはジム

グリとヤマカガシであることがわかった。低地の研

究で，京都市の水田地帯で最初ヤマカガシの数が圧

倒的に多かったが，約１５年の間に環境が急変すると

ともにヤマカガシの数は減少し，ある年からシマヘ

ビが優勢となったことが述べられている（Fukada，

１９９２）。今回述べた白山の山麓部を除くブナ帯以上

（標高１，０００m 以上）山頂までは，本来の自然がよ

く残っているところであり，各環境ごとの爬虫類相

は，自然のよい状態を表していると考えられる。今

後，少なくとも人為による環境の変化に伴う爬虫類

相の変化のないことを願いたい。次に御嶽の調査で

は，数のみならず具体的な植生等環境の記載がない

ので，詳しい比較ができなかった。また，爬虫類の

行動は，季節や時刻，天気などにも大きく影響され

ると考えられるので，今後，山岳地の爬虫類相を調

べる時には，調査時期や時刻を考えることと，環境

のみならず天気や気温，日射の当たり具合等も記録

しておくべきである。

摘 要

・白山地域の爬虫類の記録を収集したところ，２３３

例あり，個々について記録場所，標高，生息環境

等を一覧表として示した。

・２目６科１２種が記録され，ヤマカ ガ シ（５８個

体，２４．８％），ニホンカナヘビ（３６個体，１５．２％），

ニホンマムシ（３５個体，１４．８％）が多かった。ま

た，一般的には記録が少ないタカチホヘビやシロ

マダラなども比較的多く記録された。

・環境別ではブナ帯でヤマカガシ，ニホンマムシ，

ニホンカナヘビが優占し，亜高山帯でもヤマカガ

シが優占していた。また高山帯ではジムグリが最

も多かった。

・各種の垂直分布図を作成した。ジムグリとヤマカ

ガシが白山山頂，御前峰の三角点付近の標高２，７０２

m で記録された。

・一部の種について，明らかとなった生息密度や行

動などについて述べた。
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